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プロトコールに関する解説はありません。

その他
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コールに関
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明など)
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エビデンス
レベル

■治療　(エビデンスレベル　□１　　■２　　□３　　□４　　□５　　□６　　)
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4 フルオロウラシル（5-FU）・5-FU 400mg/m2 i.v. d1

5 フルオロウラシル（5-FU）・5-FU 2400mg/m2 c.i.v d1(46hr)

180mg/m2 d.i.v. d13 イリノテカン（トポテシン）・CPT-11

登録番号

C18-60-1

プロトコール名

大腸癌Ramcirumab+FOLFIRI療法(入院)

8mg/kg CV

腫瘍内科 14日

□外来、■病棟、□その他(　　　　　　　　　　　　　　)

適応外使用2016年8月29日 所要時間 1440分

大腸癌

適応分類 □初発、■進行・再発、□術後補助、□術前補助、□その他(　　　　　　　　　　　　　）

審査日

1クールの日数診療科

適応病名

■なし　□あり

2 レボホリナート（レボホリナート）・l-LV

実施部署

放射線療法 ■なし　□あり

d1

番号 抗がん薬名 1日投与量 投与法 投与日(d1、d8等)

1 ラムシルマブ（サイラムザ）・RAM

200mg/m2 d.i.v. d1
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投与日 薬品名（※赤字は抗がん薬） 投与経路 投与時間

day1 レスタミン錠50mg 内服 ―
Rp.1生食点滴開始と同時に内服

① 生食100mL 中心静脈注射 30分
レスタミン錠10mg 5錠内服　（①の点滴開始と同時）

② 生食250mL+サイラムザ 8mg/kg 中心静脈注射 60分
調製完了後13時間以内に投与完了
0.2又は0.22μmのインラインフィルターを使用
2回目以降は30分に短縮可能。

③ 生食　50mL(フラッシュ用) 中心静脈注射 5分
④ 5%ブドウ糖液50mL＋アロキシ0.75mg+デキサート9.9mg 中心静脈注射 15分
⑤ 5%ブドウ糖液250mL+レボホリナート200mg/m2 中心静脈注射 120分
⑥ 5%ブドウ糖液250mL+トポテシン180mg/m2 中心静脈注射 90分

⑤と⑥は同時滴下、⑤開始から30分後に⑥の投与開始
⑦ 5%ブドウ糖液＋5-FU 400mg/m2 計50mL 中心静脈注射 5分
⑧ 5%ブドウ糖液50mL（フラッシュ） 中心静脈注射 5分
⑨ 5%ブドウ糖液500mL＋5-FU 2400mg/m2 中心静脈注射 2760分

day3 ① へパフラッシュ1000単位 中心静脈注射 5分

がん化学療法処方

プロトコール名 1クールの日数

14日大腸癌Ramcirumab+FOLFIRI療法(入院) 

プロトコール
適応時
表示コメント

照射併用時
照射線量

Rp.1点滴開始と同時にレスタミン錠50mg内服。
サイラムザは0.2又は0.22μmのインラインフィルターを使用
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